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フォローお願いします！

月１～２回海事関係のイベントや海事関係資料をマスコミや海事関係団体の皆様にご紹介しています。
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令和7年度 帆船「海王丸」 海洋教室－第２弾－ 参加者募集！
海技教育財団では、令和7年度帆船「海王丸」 海洋教室－第2弾－の参加者を募集

しています。優美な姿から海の貴婦人と呼ばれる大型練習帆船「海王丸」が、神戸港
（兵庫県）に寄港します。「海王丸」に乗船して、船や海について楽しく学びません
か。皆様のご参加をお待ちしています。
【開催日時】2026年3月1日 9：00～11：30 （集合時間 8：30） 
【実施場所】神戸港停泊中の「海王丸」
【参加資格】小学校4年生以上の健康な生徒（付き添いの保護者も参加申込可）
【実施内容】船内見学・ヤシ摺り体験・ロープの取り扱い・船員さんへの質問コーナー等

【 】1,000円
【申込方法】事前申込制・詳細は公式HPをご覧ください。
【募集締切】2月15日まで。
【申込・お問合せ】（公財）海技教育財団 TEL:03-3288-0991

FAX:03-3288-0992 E-mail:ship@macf.jp

山縣記念財団 主要事業の募集がスタート
山縣記念財団では、主要3事業である『海事交通研究』第75集寄稿論文、2026年

山縣勝見賞、2026年度補助金助成の申し込みを募集しています。
各募集の概要は以下をご覧ください。

1.「海事交通研究」第75集寄稿論文（募集期間：2月28日まで）

2. 2026年山縣勝見賞（募集期間：3月2日から4月30日まで）

3. 2026年度補助金助成申請（募集期間：2月28日まで）

◇募集対象 海運、物流、港湾、造船、海洋環境、海法、海上保険及びその周辺分野
をテーマとする論文、または、海事関連レポート（調査/活動報告、体験
レポート、現地レポート等) 上記の分野であれば、テーマは自由。

◇応募資格 どなたでも応募可能

◇募集対象 海運、物流、港湾、造船、海上保険及びその周辺分野をテーマとする
著作（共著も可）、論文ならびに業績

◇種類 (1)海事普及事業への助成、(2)海事研究活動への助成
◇募集対象 海運、物流、港湾、造船、海上保険及びその周辺分野をテーマとする
事業への助成・協力（共通）

参 加 料 （教材費、写真、傷害保険、お土産等含む）
※天候等の事由で急遽中止または実施内容を変更する場合があります。

※先着40人 定員になり次第受付終了。



＊配信停止またはFAX番号の変更をご希望の場合は、下記にご記入の上、FAX（03-3553-6580）にてお知らせくださ
い。
FAXが誤って届いている場合も同様にお知らせください。

日本海事広報協会

定  期 刊 行 物

新聞「海上の友」 毎月1日発行

購読料 1カ月 542円（税込み、送料別）

お申込み TEL：03-3552-5034
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□配信停止・誤送信（いずれかに○をつけてください。） □番号変更

社名・団体名（ ） 社名・団体名
（ ）

間違番号 （ ） 変更番号
（ ）

‘26 ミス日本「海の日」に野口絵子さん選出 ｼﾞｭﾆｱ・ｼｯﾋﾟﾝｸﾞ・ｼﾞｬｰﾅﾘｽﾄ賞 入賞作品決定
「第58 回ミス
日本コンテスト
2026」が令和8年
1月26日(月)に開
催され、2026ミ
ス日本「海の
日」に野口絵子
さん（21 歳、大

学生）が選出さ
れました。

野口さんはグ
ランプリと「海
の日」のダブル

船や港、海運など海事産業をテーマに
した小中高生向け新聞コンクール2025年
度「ジュニア・シッピング・ジャーナリ
スト賞」の入賞作品がこのほど決定しま
した。グランプリの「国土交通大臣賞」
は1月16日、金子恭之国土交通大臣が選考

を行い、小学生部門、中学生・高校生部
門のそれぞれ１作品を決定しました。
応募数は1,531作品（小学生部門968作品、
中・高校生部門483作品、チャレンジ部門
80作品）に上りました。グランプリ作品

や審査員による総評は当会サイトにて公
開しています。

（公財）日本海事広報協会 事業部
  担当：鈴木悠樹  TEL:03-3552-5033

【お問合せ】
（公財）日本海事広報協会 事業部【お問合せ】

ひがし

担当：鈴木、東
TEL:03-3552-5033

よこはま港 2026.1 No.164 
＜特集①＞客船2026
＜特集②＞2025年横浜港ビッグニュース
一般社団法人横浜港振興協会  045-671-7241

全船協 会報160号 2026年1月 新春号
＜巻頭言＞「瑞穂の国」会長 広重康成

＜ﾄﾋﾟｯｸｽ＞「若潮丸代船について」富山高等専門
学校 校長 國枝佳明
一般社団法人全日本船舶職員協会  03-3230-2651

KAIUN 2026 JAN.  No.1180
＜特集＞海事産業・展望2026（寄稿）
＜ｸﾞﾗﾋﾞｱ＞川崎汽船  国内初の船陸合同消防訓練を実施

一般社団法人日本海運集会所 03-6458-8215

受賞という快挙を成し遂げました。
現在、大学3年生の野口さんは、もともと

内気な性格でしたが、父で登山家の野口健
さんの影響で始めた山登りを通じて自信を
つけ、行動力を培ってきました。

今後は、7月の「海の日」を中心に、海洋

関連イベントで「海の日」の意義や海洋及
び海事産業の周知広報、海の安全啓発活動
を行って参ります。

海上保安新聞 2026年1月5日号
＜巻頭＞無人機5機増え10機に

26年度当初予算案 最大2971億円
公益財団法人海上保安協会  03-3297-7580
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